ICT機材を活用した教育の技術および方法の動向 by 黒沢 学
 171 東京電機大学総合文化研究 第15号 2017年
 
ICT 機材を活用した教育の技術および方法の動向 
 
黒 沢  学＊ 
 
 
A Trend survey of Information and Communication Technology  
for method of education 
 
KUROSAWA Manabu＊ 
 
Abstract 
 Japanese Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology will release new course of 
study in junior high and high school, so new method of education in elementary and secondary education 
are discussed at Japan society for educational technology. The author reviewed the researches and 
discussions on it and discussed some implication using information and communication technology in 
secondary education. 
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１．問題 
 
今年(平成 29 年)の 3 月に文部科学省から改訂さ
れた中学校学習指導要領が公示され(他に小学校･
特別支援学校、また幼稚園教育要領も)、高等学校
でも本年度末に公示されることが予定されている。
文部科学省の「改訂のポイント」によれば、知識の
理解の質を高め資質・能力を育む「主体的・対話的
で深い学び」を重視し、そのために単元など数コマ
程度の授業のまとまりの中で、習得・活用・探究の
バランスを工夫することが重要としている。また、
教科等の目標や内容を見渡し、特に学習の基盤とな
る資質・能力（言語能力、情報活用能力、問題発見・
解決能力等）や現代的な諸課題に対応して求められ
る資質・能力の育成のためには、教科等横断的な学
習を充実する必要があることを述べている。そして、
そのためには「各学校においては、生徒の発達の段
階を考慮し、言語能力、情報活用能力（情報モラル
を含む、問題発見・解決能力等の学習の基盤となる
資質。）・能力を育成していくことができるよう、各
教科等の特質を生かし、教科等横断的な視点から教
育課程の編成を図るものとする」と学習指導要領に
示している。ただし、我が国の教育実践の蓄積に基
づく授業改善として、小中学校においては、これま
でと全く異なる指導方法を導入しなければならな
いと浮足立つ必要はなく、これまでの教育実践の蓄
積を若手教員にもしっかり引き継ぎつつ、授業を工
夫・改善する必要があるとも明示している。 
 継続的な授業改善・カリキュラムマネジメント・
情報活用得能力を活かした問題解決型の学習とい
った方向性を考えるとき、今後とも ICT(情報通信
技術)を用いた教育の改善は必須のものであると言
えるだろう。では、現在 ICT を用いた教育の技術
や方法の改善はどのような状況にあるのだろうか。
ICT を用いて教育を改善する試みは教育工学とい
う研究領域をつくってきており、その中では先駆的
な実践が試みられる。そこで本稿では、日本教育工
学会における ICTを用いた教育の技術･方法の改善
に関する動向を展望する。それによって、今後の
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ICT を用いた教育の方法や技術の方向性について
示唆を得ようとするものである。 
 
２．方法と結果 
 
２．1．方法と対象 
教育工学会会員の関心が最も広く現れているの
は全国大会の発表であると考えられる。そこで、主
題別に全国大会発表の過去 5 年間の発表件数の推
移を見つつ、本年の主な発表をみることにする(以
下、発表年を示さずに数字のみ示している研究は全
て日本教育工学会第 33回大会講演論文集(2017年)
によっており、数字はページ数を示している)。 
今回対象として取り上げる主題は e ポートフォ
リオとアクティブラーニングについてである。先に
述べたように、今回の改訂におけるキーワードがカ
リキュラム・マネジメントの確立である。e-ポート
フォリオはそのための有力な手段となり得る。また、
アクティブラーニングは平成 26 年の中央教育審議
会に対する「初等中等教育における教育課程の基準
等の在り方について（諮問）」以来、初等中等教育
の中心的な話題であった。そのため、この 2 点は今
後の教育の方法と技術を考察する上で重要な主題
と考えられるからである。 
 
２．２．e ポートフォリオ 
e ポートフォリオはこの数年も継続的に関心の
対象であった(発表件数は8→5→4→6→5)が、近年、
ルーブリックの作成に伴う学習者の評価のために
重要な主題になっている。また、先述のように 2017
年の学習指導要領総則編で「カリキュラム・マネジ
メントの充実」が示されたことで今後一層重視され
るであろう。 
学習者の活動は多岐にわたるため、e ポートフォ
リオに関しては何を記録してどのように評価する
のがよいのかについて議論が続いている。宮田・室
田･舟生(159)は学習内容をキーワードとして入力
しそれを使って情報を検索することで、関連付け活
動･振り返り活動を支援することを提案し、そのよ
うなシステムを作成して学生の学習内容の理解が
進んだかを検討した。その結果、自分でキーワード
を入力する関連付け活動については学習内容を促
進することを見いだした。また、小銭･伊藤･森本
(779)はオープンソースの e ポートフォリオシステ
ム Mahara 上に、グループが課題をまとめてそれ
について相互評価を行うことができるディスカッ
ションボード・ポートフォリオ(DBP)を作成したと
ころ、クリック数による評価では既存のシステムよ
りも高いユーザビリティを示したことを報告して
いる。さらに、伊藤･森本･早川(261)は e ポートフ
ォリオへのデータ蓄積を支援する e ワークシート
を開発している。 
これらのシステムが基本的にはオープンソース
のプラットフォーム上にユーザが自作することで
その一般的な効果を検証するものであったのに対
し、堀･孕石(777)は iTunes U を活用することを提
案･試行し、児童が自身の活動を自分で保存するこ
とで活用が容易になることを報告している。 
以上のように、e ポートフォリオは今後のカリキ
ュラム・マネジメントのための有力な手段と考えら
れるものの、まだ実際にどのように作成･運用･活用
して評価とマネジメントに用いるのかについて方
向性が見えてきているとは言い難いように思われ
る。 
 
２．３．アクティブラーニング型の学習 
アクティブラーニングは近年の教育の方法と技
術に関する最大の話題であろう。発表数もこの 3
年で急増している(0→1→6→4→10)。ただし、我が
国ではこの概念は学習者が主体的･積極的に活動す
るような学習活動全般を指す総称と解釈されるこ
とが普通で、数多くの下位概念があるとされること
が多い。それらを含めればこの数は数倍になろう。
そのため、学習指導要領でもこのことばは「主体的･
対話的な深い学び」とされた。ここではそのような
広義のアクティブラーニングをアクティブラーニ
ング型の学習と呼び、ブレンド型学習や反転学習な
どとともに見ることにする。 
ブレンド型学習は、オンラインによる学習と対面
授業の組み合わせによる学習であり、多くの実践が
なされ報告されている。刑部･宇田川･高橋･五味
(797)は大学生を対象として医療情報の基礎知識の
学習を、テキストによる自習･CBT の受検・講義の
受講を組み合わせて行うようにデザインしてその
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効果を調べた。すると、受講者の得点は全国の受検
者平均よりも高かったところから、ブレンド型学習
の効果があったと結論している。また、メイビン･
牧・ドネリ(279)は新しい言語の学習において、オ
ンラインで基礎を学習してから授業を行い、直後に
現地に行くというブレンド型学習を行い、成功した
と評価している。著者はそれを初期段階の失敗を他
者に見られることを避けつつ繰り返すことができ
ることに帰している。 
一方、反転学習はブレンド型学習の一類型とも解
釈できるが、オンラインで基礎的な学習を行った後
に個別指導や応用を対面で行うタイプの学習であ
る。 
千葉･森･紺田・岩崎(737)は大学の初年次科目に
おいて学期中 2回の反転授業(完全習得型)を取り入
れた運営を行い、授業内容の理解と意欲についてア
ンケートによって測定した。その結果、一定の効果
はあったものの、理解の深まりや意欲の向上を実感
した学生は 2-3 割で効果は一部に留まっているこ
とが示唆されたとしている。また、金西･戸川･高橋
(849)は大学生を対象として 3 科目を反転学習で行
い、授業への満足度とメタ認知能力に関する自己評
価との関係を見た。それらは完全習得型･高次能力
型・およびそれらの中間型のものであったが、事後
の授業への満足感と e ラーニングの有用性につい
ては高い評価が得られた。一方でメタ認知について
は高次型で評価が落ち、これを著者らはメタ認知が
厳格になったためであると解釈している。 
一方で、田丸･森澤･塙(851)は工学部のプログラ
ミング教育で、事前学習としてのビデオによる講義
受講を行ってから対面で共同問題解決を行う反転
学習を行い、学習継続意欲が高く保たれたことを報
告している。著者らはこれを、反転学習とグループ
ワークによって困難な課題を仲間と一緒に頑張れ
たことに帰している。グループワークについては、
反転学習の事前学習において自分の考えなどを整
理するワークシートを使うことがその後のディス
カッションの内容に影響することを澁川・田口が報
告している(855)。 
アクティブラーニングはしばしばその利点とし
て学習ピラミッドを示しながら定着率が高いこと
が利点であるとされる。しかし、上記で見たように、
ブレンド型学習や反転学習などを教育工学会のメ
ンバーが行った先進的な実践においても、必ずしも
常に高い定着率を報告しているわけではないこと
をここでは確認しておく。 
 
３．総合的考察 
 
新学習指導要領を受けた、ICT を用いる新しい教
育の方法と技術における最近の変化を、そのような
動きをいち早く取り入れる教育工学の研究報告を
もとに見てきた。ここでそれをまとめておこう。 
まず、カリキュラム・マネジメントについては、
e ポートフォリオが有効と考えられるがまだどの
ようなプラットフォームの上にどのようなデータ
を上げていくのかについて方向性が見えていない
ことは確認した。その中で、汎用の iTunes U を使
い、とにかく自分でデータを保存することが試みら
れていた。これは web がディレクトリ型からキー
ワード検索型に移行したのと同型の変化であると
考えられる。本質的にネットワーク状である人間の
知識をタグとディレクトリで管理するのはあまり
現実的な解とは思われない。インプット時に人力で
管理するのでなく、インテリジェントな検索を用い
ることによって未整理なポートフォリオを出力時
に柔軟に構造化することがこの問題の実質的な解
になるのではなかろうか。 
また、アクティブラーニング型の学習についても、
ここで概観したもの以外にも実に多くの実践が行
われているのが確認できた。しかし、それらを含め
ても、巷間言われている学習ピラミッドのようなは
っきりとした効果は未だに確認できないというの
が公平なところではなかろうか。今後も実践とデー
タを積み重ねる中で、どのような状況でアクティブ
ラーニング型学習が有効なのか、どの程度の効果が
あるのかなどが冷静に問われなければならない。も
ちろん、学習者がアクティブになること自体は、そ
うでないことに比べて悪いことであるとは思われ
ない。しかし、それは全ての授業をアクティブラー
ニング型で行うべきであるという結論にはつなが
らない。アクティブラーニング型の授業がもつメリ
ットとデメリットを勘案した冷静な判断ができる
ような研究の蓄積と分析が待たれよう。 
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そして、それを行うのもまた教育工学の役割と考
えられる。今後も教育工学が教育に対して貢献でき
る部分はそのようなところにあると考えられる。 
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